
検討背景及び経緯 

参考資料３ 



１１９番通報件数 

携帯電話 
3,075,877件 
（36.5％） 

IP電話等 
1,951,703件 
（23.2％） 

（平成２６年中） 

加入電話 
3,387,805件 
（40.3％） 

出典：平成２７年版消防白書 

総通報件数 
8,415,385件 

携帯電話からの通報が全体の約36％を閉める。 
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１１９番通報の現状 
●１１９番通報の現状 
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 現在の１１９番通報は、公衆電話広域網を利用した音声による通報の仕組みで運
用されており、音声による意思疎通が困難である聴覚・言語機能障がい者に対して、
十分配慮されている状況とは言えない。一部地域においては、音声通報の代替手
段として、FAXや電子メール等が用いられているところ。 
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【参考】音声による１１９番通報の仕組み 
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 消防本部にて音声による１１９番通報を受信すると、発信者電話番号をキーに固
定電話・IP電話の加入者情報、携帯電話の位置情報（GPSおよび基地局情報）が消
防本部に送信され、通報場所の特定や救命救助活動に利用されている。 

出典：総務省消防庁「聴覚・言語機能障がいに対応した緊急通報技術に関する検討会」報告書 



聴覚・言語機能障がい者の推移 
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 聴覚・言語機能障がい者として障害者手帳を取得している人は約32万人 （平成23年） 

聴覚・言語機能障がい者の推移（推計値） 

出典：厚生労働省「平成23年生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等の実態調査）」 

※平成23年は岩手県、宮城県、福島県は東日本大震災の影響により調査未実施 



【参考】音声以外の通報代替手段 
●FAX、電子メール等の通報① 
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 一部の消防本部では、音声の団体手段としてFAXや電子メールによる通報が可能
である。 

FAX通報 メール通報 



聴覚・言語機能障がい者向け通報の現状 
●FAX、電子メール等の通報② 
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 また、Webによる通報を受け付けている消防本部もある。現状については、以下の
とおりとなっている。 

 － 既存事業者が提供するサービスは、144消防本部において導入済。 
    （平成28年４月１日現在） 

 － サービス利用時に申請した事前登録住所を管轄する消防本部に通報される仕 
    様となっている。 
  （例えば、旅行や出張時等、管轄消防本部を離れた際に本サービスを利用する 
  場合でも、最寄りの消防本部への通報ではなく、事前登録された住所を管轄する 
  消防本部へ通報される） 



これまでの検討経緯（１） 
●経緯 
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 Ｈ２２年度消防庁検討会において、音声によらない通報の形態について検討を実
施し、その結果を踏まえ、Ｈ２４～２６年度に消防防災科学技術研究推進制度を用い
て、主にＷｅｂ方式（※1）による通報方法について、研究がなされた。また、Ｈ２７年度
消防庁検討会において、Ｎｅｔ１１９（※2）システムとして最低限満たすべき技術的条件
仕様の策定を行った。 

（※1）個人情報をサーバで管理する方式 
（※2）スマートフォン等からパケット通信を利用した緊急通報 

【参考】 

 Ｈ２２年度 消防庁検討会 
   聴覚・言語機能障がい者に対応した緊急通報技術に関する検討会 
 
 Ｈ２４年度～Ｈ２６年度 消防防災科学技術研究推進制度 
   －大規模災害、聴覚・言語機能障がいに対応した緊急通報技術の開発 
   －聴覚・言語機能障がい者のための緊急ユニバーサル・コミュニケーション・システム 
   －聴覚・言語機能障がい者のための緊急通報システムの開発（Ｈ２５年度のみ） 



これまでの検討経緯（２） 
●Ｈ２２年度 消防庁検討会 

9 

 「聴覚・言語機能障がい者に対応した緊急通報技術に関する検討会」 
 

－ 現在の119番通報は、音声による意思疎通が困難な人（聴覚・言語障がい者、病気等によ 

    り発声できない人、外国人等）に対するサポートが万全ではないという課題の解決に向け 

     て検討し、以下の方向性が定められた。 

 

 「今後は携帯電話等からテキストなどの視覚情報の伝達が容易であるパケット通信を用いた 

    緊急通報の仕組みを整備することが望ましい。」  
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＝
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インターフェースを標準化
すべき箇所

携帯電話・スマートフォンの機能を活用した新しい仕組み 
 ・ 全国どこからでも最寄の消防本部にアクセスできる 
    パケット型緊急通報のシステムの技術要件の詳細化 
 ・ システム間の互換性を持たせる仕様標準化の検討 
 ・ 開発・実用化を民間主導で仕様検討を継続 
 
   ⇒平成２３年度以降に議論するべき課題として提言 

図 保有ICT端末等の利用状況 

聴覚・言語機能障がい者に身近なツールは 
携帯電話保有率・メール利用率は90％以上 

 Q3-2.通信手段の利用頻度（自宅）
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Q3-1.所有する通信機器
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出典：総務省消防庁「聴覚・言語機能障がいに対応した緊急通報技術に関する検討会」報告書 



これまでの検討経緯（３） 
●Ｈ２４～２６年度 消防防災科学技術研究推進制度 
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①「大規模災害、聴覚・言語機能障がい者に対応した緊急通報技術の開発」 
 

－ 東日本大震災における消防本部および携帯電話事業者等の通信設備の 
   被害状況および課題を調査し、通報のサービスモデルを検討 
－ システム技術仕様（通報・ゲートウェイ機能要件・パケット通信方式等）を検討 

－ プロトタイプを開発し、埼玉西部消防局における実証試験にて技術仕様を確認 
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出典：「大規模災害、聴覚・言語機能障がいに対応した緊急通報技術の開発」報告書（平成26年度） 

電文シーケンス・
フォーマット 

業務フロー 



【参考】Ｈ２６年度実証システムの概念図 
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Internet 
(3G/4G/Wi-Fi) 

 

Net119ゲートウェイ 

HTTPS 

呼び返しメール 

通報者端末 
（スマートフォン等） 

 

消防本部 
簡易端末PC 

HTTPS 

Internet網 

通報者⇔消防本部 
通報情報の送受信 

出典：「大規模災害、聴覚・言語機能障がいに対応した緊急通報技術の開発」報告書（平成26年度） 



これまでの検討経緯（４） 
●Ｈ２４～２６年度 消防防災科学技術研究推進制度 

12 

②「聴覚・言語機能障がい者のための緊急ユニバーサル・コミュニケーショ 
   ン・システム」 
 

－ 主にヒューマンインターフェースの観点から聴覚・言語機能障がい者の通報における画面 

   要件を検討し、春日大野城那須川消防本部にて施策システムを検証 

③「聴覚・言語機能障がい者のための緊急通報システムの開発」（Ｈ２５年度のみ） 
 

－ データ通信で送付される通報内容を自動的に音声に変換し、第３者通報サービス会社を経 

   由して、消防本部に連絡する仕組みを検証 



これまでの検討経緯（５） 
●Ｈ２７年度 消防庁検討会 
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 「１１９番通報の多様化に関する検討会」 
 

－ Ｎｅｔ１１９システムとして最低限満たすべき技術的条件仕様の策定（非機能要件を除く） 

－ 次年度以降に継続して検討すべき課題の抽出 

①技術的条件仕様（主要な項目抜粋） 

技術的条件仕様 

通報時聴取項目 【参考】通報時聴取項目のとおり 

通報者／消防本部端末の画面仕様 【参考】通報者端末の画面仕様、消防本部端末の画面仕様のとおり 

Net119サービス利用における事前登録項目 １０項目（氏名、住所等）の登録機能の実装 

通報方式 Ｗｅｂ方式 

通報回線 通報者端末⇔Net119ｹﾞｰﾄｳｪｲ⇔消防本部端末 インターネット回線 

個人情報の扱い システム提供形態ごとに遵守が求められるガイドライン等を整理 

通報者端末 文字ｻｲｽﾞ/背景色の選択機能、ﾁｬｯﾄ入力文字数制限機能の実装 

消防本部端末 ﾁｬｯﾄ入力定型文のｶｽﾀﾏｲｽﾞ機能、通報受信時等におけるﾊﾟﾄﾗｲﾄ
等との連携機能の実装 

Net119ｹﾞｰﾄｳｪｲ 管轄自動振分機能の実装 



【参考】Ｈ２７年度実証システムの概念図 
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Net119ゲートウェイ 

通報者端末 
（スマートフォン等） 

 

消防本部 
簡易端末PC 

Internet 

出典：「１１９番通報の多様化に関する」中間報告書（平成27年度） 

Internet 
(3G/4G) 

通報データ 
（位置情報、通報内容） 

通報データ・事前登録情報等 

チャットで補完 チャットで補完 



【参考】通報時聴取項目 
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出典：「１１９番通報の多様化に関する」中間報告書（平成27年度） 

No. ステータス 質問項目 選択肢 

1 通報種別 救急ですか？火事ですか？ 救急／火事 

2 

場所 

どこにいますか？ 自宅／よく行く場所／外出先 

3 
位置情報を取得しました。 
正確な現在位置が分かる場合、地図上でタップして
ください（任意） 

地図表示／地図プロット（任意）／自由記述
（任意）／通報する／戻る 

4 種別 どうしましたか？ 病気／けが／交通事故／その他 

＜ 救急 ＞ 

No. ステータス 質問項目 選択肢 

1 通報種別 救急ですか？火事ですか？ 救急／火事 

2 

場所・通報 

燃えている場所はどこですか？ 自宅／よく行く場所／外出先 

3 
位置情報を取得しました。 
正確な現在位置が分かる場合、地図上でタップして
ください（任意） 

地図表示／地図プロット（任意）／自由記述
（任意）／通報する／戻る 

4 状況 何が燃えていますか？ 建物／車両／その他 

＜ 火災 ＞ 



【参考】通報者端末の画面仕様（救急通報時） 

16 出典：「１１９番通報の多様化に関する」中間報告書（平成27年度） 



【参考】通報者端末の画面仕様（火災通報時） 
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出典：「１１９番通報の多様化に関する」中間報告書（平成27年度） 



【参考】消防本部端末の画面仕様 

18 
出典：「１１９番通報の多様化に関する」中間報告書（平成27年度） 



これまでの検討経緯（６） 
●Ｈ２７年度 消防庁検討会 
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 「１１９番通報の多様化に関する検討会」 
 

－ Ｎｅｔ１１９システムとして最低限満たすべき技術的条件仕様の策定（非機能要件を除く） 

－ 次年度以降に継続して検討すべき課題の抽出 

②次年度以降に継続して検討すべき課題 

－ 事前登録の仕組み 

    事前登録情報の保管先 

－ Ｎｅｔ１１９サービスの運用形態 

    サービス提供団体／利用申請方法 

－ 利用者の拡大の可能性 

    いたずら／なりすまし対策を考慮した外国人への利用拡大の可否 

－ 通報集中時における動作 

    通報集中時における負荷分散方法 
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